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広報ワーキング開催の経緯 
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日程 内容 備考 

第29回協議会 

10月29日 

・広報WG設置方針の承認 

・委員募集開始 

11月まで募集 

広報WG準備会 

12月6日 

・広報WG設置に向けた協議 

 メンバーとワーキングの進め方、実施内容と当面の活動 

会長およびメンバー６名(1名
欠席)の計7名で開催 

第1回広報WG 

1月10日 

・ワーキングのメンバー追加と進め方 

・当面の活動 

 新聞広告、工事見学会、工事看板、自治体広報誌、その他 

会長およびメンバーに自治体
の環境・広報・農政担当者７
名を加えた計13名で開催 

工事見学会 

2月10日 

・管理目標WGによる施工時の現地指導の実施にあわせて、協議会委員による見

学会の開催を検討し、ハンノキの移植、自治体広報関係者への呼びかけおよび
報道への投げ込みを行った。 

自治体広報関係者参加 

2/11朝日新聞埼玉版に掲載 

2/14JCN関東ケーブルテレビ
放送 

新聞広告 

2月18-19日 

・荒川上流河川事務所の広報活動の一環として、読売新聞埼玉版および埼玉新
聞に「官民連携」をテーマにした公告で太郎右衛門地区自然再生事業を紹介した。 

・記事の構成・記述については、WGメンバーからの意見を踏まえて作成した。 

工事看板 

製作中(年度内設置) 

・今年度の工事に際して設置される「看板」について、長期使用に耐える形状およ
び事業全体を紹介する内容で製作している。 

・看板の内容については、WGメンバー委員からの意見を踏まえて作成した。 

●第29回協議会のWG設置承認を受けて委員の募集を行いました。 

●12月に「準備会」を開催してメンバーの追加を行い、1月に第1回のワーキングを開催しました。 

●広報ワーキングではメンバーの追加、広報の進め方および当面の活動等についての議論を始めています。 

●当面の活動として、新聞広告、工事見学会、工事看板設置について検討を行いました。 



広報ワーキング準備会の概要 
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●会長およびメンバーにより、ワーキング設置に向けた協議を行いました。 

●ワーキングにはメンバーを随時追加していく方針が提案され、第1回には自治体関係者の参画を得て開催することとな
りました。 

●当面の活動として、新聞広告内容の検討、工事見学会の実施、工事看板の内容検討を行うことが確認され、第1回で議
論することになりました。 

【広報WG準備会開催概要】 

●日時・場所 ： 平成23年12月6日 9:30～11:30 埼玉県自然学習センター 

※準備会の主な意見はP8-9にあります。 

第1回広報ワーキングの概要 

●会長および自治体の環境・広報・農政担当者を加えたメンバーにより、ワーキングの進め方や当面の活動について協
議を行いました。 

●ワーキングにはメンバーを随時追加していく方針が合意され、自治体からは広報担当者が参加しました。 

●当面の活動として、新聞広告、工事見学会、工事看板の内容の検討として、事務局から原案をメンバーに配信し、各自
より意見を提出することになりました。 

●地域の「キーマン」の発見や観光との連携、自治体の広報誌への掲載について、次回から議論していくことになりました。 

【第1回広報WG開催概要】 

●日時・場所 ： 平成24年1月10日 16:00～18:20 さいたま新都心合同庁舎2号館7階関東地方整備局河川部会議室 

※第1回の主な意見はP10にあります。 



工事見学会の実施状況 
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●広報ＷＧメンバーの発案により、管理目標ＷＧ代表メンバーによる施工時現地指導にあわせて、工事見学会を開催 

●自治体広報関係者への参加呼びかけ、報道への投げ込みの実施 

【工事見学会実施状況】 

●掲載日時 ： 平成24年2月10日 10:00～12:00 

●参加者 ： 協議会委員は計34名（自治体広報関係者は川島町・桶川市・上尾市） 

堂本委員による掘削地の工事指導状況の見学 当日参加者によるハンノキ移植の記念写真 

・工事箇所の見学会、移植の様子は２月１１日朝日新聞
（埼玉版）に掲載されました。また、また、２月１４日
にJCN関東ケーブルテレビで様子が放送されました。 



新聞広告の掲載状況 
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【新聞広告掲載状況】 

●掲載日 ： 平成24年2月18-19日 

●掲載誌 ： 読売新聞埼玉版、埼玉新聞 



工事看板の製作状況 
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●「看板」の内容は、広報ワーキングの検討の結果自然再生事業全体を紹介するものとしました。 

●看板の設置位置は見学会時に参加委員と協議の結果、人目につきやすいサイクリングロード横に設置することとなりました。 

●看板の大きさはＡ０サイズ（縦84cm、横119cm）で、両面印刷となります。 



広報ワーキング今後の予定 
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日程 内容 備考 

第30回協議会 

3月5日 

・広報WGの活動開始報告 

・新聞広告、工事見学会、看板製作の報告 

・H24活動方針の承認 

第2回広報WG 

3月予定 

・活動結果報告 

・自治体広報誌への掲載について 

・インターネットを活用した情報交換・発信の仕組みについて 

・平成24年度の活動について 

平成24年度早期 ・平成24年度の活動 

 地域の「キーマン」の発見や観光との連携、自治体の広報誌への掲載、インター
ネットを活用した情報交換・発信のための仕組みづくり、その他 

随時 ・検討・試行を継続 

・協議会へ報告（必要に応じ承認を得る） 

メンバーは適宜追加 

【 広報ワーキングの平成２４年度の活動方針 】 

●平成24年度は、地域の「キーマン」の発見や、観光との連携、自治体の広報誌への掲載、インターネットを活用した情
報交換・発信のための仕組みづくりなど、できることから検討を始め、試行していきます。 

●検討・試行状況およびその結果について協議会に報告します。 

●重要な決定事項や、新たな検討の実施については、協議会に諮ることとします。 



項目 内   容 

目的 
役割 

行動 
内容 

組織 
メンバー 
事務局  

設置 
要綱 

 
 

①広報ＷＧ設立に際し、目的・役割、組織、設置要綱について 
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 人を集める？ 自然再生の意

味を知っても
らう 

価値の共有 

近々の話・長い話

(臨機応変に) 

何年後に目的を達成？そ

れを見すえないと 

イメージの共有 

自然再生で勢いのあるのは地

元の昔からの人が頑張ってる 

←専門の人がフォローしてる 

各論に入りすぎて

進まない例がある 
共有が必要 

メンバーは変わっていってもいい(随時追加) 

農村整備の

人が必要 

自治体の情報 

ヤリタナゴ保全の人 

若い人はやる気ある(話が伝わってない) 

外部委員→いずれ協議会に 

デザインも重要 ： 

デザイナーに頼む
場合は自然への理

解を十分に 

県の課長 

メディア：さいたま新

聞記者など 

県に積極的に参画してもらう さいたま県 川の国 

ホンダエアポー

トとの関わり方
を考える 

どのチャンネルを使ってやっていくか？(今は人、予算もない) 

市町の広報担当者 

水辺再生課 

国との連携 

県議会 

行政にとっても市民と近い協議は新鮮 

都会の人が見てくれる

→郷土のほこり 

都心へのPR 

参考 広報ワーキング準備会の主な意見 



項目 内容 

コンテンツ
の作成 

発信手段 

発信ルール 

公開 
連絡手段 

すぐにでき
る広報 

②広報ＷＧで検討する項目について 
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良い事例 

野鳥観察 

ドナウの氾濫源 

太郎右衛門

ブランド 

商標登録

もする？ 

旅行社との提携 

エコツーリズム 

バナー広告(桶川) 

  地 元 
  外の人 

ブランド化 

HPを立ち上げを荒上(業

者)，管理を協議会で 

旅行者のモラル 

新聞に出ると人が来るので注意 

ブログ管理者 

広報担当の懇談会 

工事中から看板 2月の新聞も活用 

高麗川の事例 

学校給食に地元のものを 

荒上のHPでも目

立つように 
ブログ 

ホームページ 

こうなればというイメージが必要 協議会で共有されてるイメージを外に 

テーマの例 手をのばせば届く川 わかりやすい主要テーマを テーマからやることが広がる そのためのテーマをしぼる 

イメージ コウノトリ 

人をひきつける場所 

泥つけの農業を再生 

湿地再生で成果を

見られる場所は？
(江川などがある) 

湿地の価値を広報 

①市民向け②行政向け 

昔の写真(大正時代) 

自然再生の役割 

模型飛行機も問題(アウトドアの活動との関係) ラジコンの音 ラジコンは禁止で取り締まれる 

「県民だより」にの

せてもらいたい 

ガイド 観察小屋 看板の設置 散策路 

オーストリアでは自然再生地で

観光施設がある→人に知らせる
場所と入れない場所を 

川で泳いだイメージ 

農産物の直売所と連携 

メディアの広報

(毎日) 

地域の人に語ってもらうなど 

参考 広報ワーキング準備会の主な意見 
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参考 第1回広報ワーキングの主な意見 
●座長選出 
・ 座長は浅枝会長が推薦され、承認された。 
 

●議事 
１）ワーキングメンバーの追加等について 
• 自治体については、広報の実働者が次回から参加する。 

• メンバーは固定しないで柔軟に取り込んでいく。 
 

２）ワーキングの進め方について 
• ＷＧと協議会の関係・ルールは明確にする。協議会の承認を得る必要があるもの以外はＷＧで決めて実行していく方針とする。 

• 「自分も自然再生にかかわる一員になれる」「参加したいな」と思ってもらえるようなアピールの仕方が良い。 

• 「地域の認知度を上げる」ことと「他から来てもらうようにする」ことは、分けて考える必要がある。地元の関心は外からの目が向くと高まるので、両方とも
実施していく必要がある。 

• 「地元の認知度を上げる」ためには、商工会などキーマンを見つけ、キーマンに話をしに行くのが良い。ワーキングメンバーがキーマンにＰＲする場もつ
くっていく必要がある。 

• 「他から来てもらうようにする」広報はセンスが必要なので、専門的な人の協力が必要である。 

• 東京に近いので「他から来てもらうようにする」ポテンシャルは高い。広報により自然再生と地域活性化が両方うまくいくようにできると良い。 
 

３）当面の活動について 

（１）すぐに実施する 
• 新聞広告の原案に対しては意見を荒川上流河川事務所へ連絡し、意見をとりまとめて広告原稿を作成する。 

• 「移植」については協議会委員対象のイベントとして実施する。自治体の広報担当者に参加してもらい「広報」を兼ねる。報道へは事前に投げ込みをする。 

• 看板については、あまり色々盛り込まず、予定地がわかる程度のものが良い。大きな文字で地図と自然再生の内容の小さな絵を交えたようなものとする。 

• 市町の「広報誌」では、事業の特集を1回載せて周知してから、個別の事業を連載していく形が良い。 

 ⇒ 2市1町が協働で統一紙面とするのが良い。 

 ⇒ タイミング的には、3ヶ月先の発行にあわせて動く必要がある。 

 
 

（２）実施を検討する 
• 人を呼ぶにはトイレや安全面の整備が必要である。 

• サイクリングやウォーキング利用者への認知度を向上させるためには、コースの改善や「駅からハイキング」の活用等の検討が必要である。 

 ⇒ 利用のための整備に関わるデザインは、自然再生との整合が必要なので、プロの検討が必要である。 

• 周辺の活性化を考える自然再生としていく。 

 ⇒ “タゲリ米”のようにタゲリ＝自然にやさしいというイメージからブランド化している活用事例がある。 

 ⇒ 地元の人がよく通う場所が地元にとって財産となる。 

 ⇒ ボランティアなど「働く」内容のツアーの検討。 

• 現状ではかなりゴミが多い。ゴミ拾いをするのも良い。ゴミが無くなればゴミを捨てにくくなる。 

• エコロジカル・ネットワークとして、広く考えていく。 

• 工事が何なのかも含めて活動内容の発信が必要で、そのためには看板の設置が必要。 


